
令和６年度帰国・外国人児童生徒等に対するきめ細かな支援事業
１ 事業概要

高知県教育委員会

実践校（県立学校）において、「日本語指導担当教員」「日本語指導支援員」「各教科担当教
員」等がそれぞれの役割を明確化し、相互に連携協力しながら、対象生徒の多様な学習ニー
ズに対応したきめ細かい日本語指導・教科指導等を行う体制を構築する。

２ 事業実施体制

３ 事業の効果・成果のイメージ

対象生徒の多様な学習ニーズに対応したきめ細かい日本語指導・教科指導等を行う体制が構築されることにより、対象生徒の日本語能力
が向上するとともに、各教科に対する理解が一層深まる。（成果指標：日本語能力が向上した生徒の割合65％以上）

小学校 中学校 高等学校 

35人（18校） ７人（４校） １人（１校） 

 ※令和５年５月１日時点

＜高知県内公立学校における帰国・児童生徒等の在籍状況＞

連絡協議会

高知県文化生活部

文化国際課

高知県教育委員会

学校（管理職等）

高知県
国際交流協会

高知県立大学
（日本語教師養成大学）

連携・協力

高知県立高知国際中学校
・高知国際中学校夜間学級

運営協議会

連携・協力

管
理
職

各教科担当教員

・ICT（タブレット端末の翻訳
機能等）の活用

「特別の教育課程」の編成・実施
・実態の把握
・指導・支援計画の作成
・指導・学習評価
・指導計画の見直し

日本語指導支援員

高知県教育委員会事務局
高等学校課

対象生徒

①「特別の教育課程」による
日本語指導の補助

②各教科の授業における日本
語支援に係る補助

③始業前・放課後等の日本語
の個別指導 等

配置

指導
支援

≪学校における支援体制≫

日本語指導担当教員

指導
支援

連携・協力

進捗
確認

県内外の高等学校・中学校等

取組の成果等の
情報発信・普及

連携
・協力


【機密性○（取扱制限）】





【機密性○（取扱制限）】    
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